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はじめに
　本発表では，大量生産の時代にあって，あ
えて手作りをする意味とその背景を明らかに
するため，女性の手作りの社会文化的考察を
行った。戦後日本において女性の手芸趣味が
広まっていく一方，大工仕事的な手作りも推
奨されていた。女性の手作りへの意識がどの
ように変化していったのか，また手作りの
ジェンダー化はどのようにおこっていったの
か，手作りを始めたばかりの若い女性を読者
層とする『ジュニアそれいゆ』（ひまわり社，
1954年〜1960年）『私の部屋』（婦人生活社，
1972年〜1990年）の記事内容から，を明らか
にした。

１　『ジュニアそれいゆ』における手作り
1-1　『ジュニアそれいゆ』の手作りインテリア
　中原淳一による『ジュニアそれいゆ』は，
刊行期間は短いが1950年代の少女達に与えた
影響は大きい。その記事は小説などの読み物，
芸能人情報，生活規範などが多いが，同時に
手作りに関する記事も非常に多いことが特徴
である。（全1874記事のうち，読物：480，芸
能人：178，生活規範：260，手作り：430）
そして手作り記事の中でも目立ったのが，イ
ンテリアに関する内容であった。このインテ
リアの記事を詳細に検討した結果，次のよう
な３つの傾向が多く見られることがわかった。
　１つ目が，アップリケを中心とした，布を
使ったインテリアである。中原自身，この
アップリケを誰にでも簡単にできる親しみや
すさから推奨しており，同誌では中原を始め，
内藤ルネ，松島啓介など，男性によるデフォ

ルメされたかわいいアップリケの作品が毎号
のように紹介され，その多くが座布団カバー
やクッション，カーテンといったインテリア
に応用された。
　２つ目が，鋸や金槌を用いた工作記事の多
さである。本棚から本格的な犬小屋まで，工
具を用いた大工仕事が手芸と同じように推奨
されている。手芸と工作といった，少し異な
る手作りが特に問題なく同時に紹介されてい
るのである。まだ保守的な良妻賢母主義も残
存している中で，こうした工作が女性たちに
受け入れられている事実は，注目すべきであ
るといえる。『ジュニアそれいゆ』で工作記
事も人気であったことは，臨時増刊『アップ
リケと工作』『楽しい日曜工作』などが刊行
されていることからもわかる。
　３つ目の特徴が，壁を飾るためのディスプ
レイの方法が頻繁に紹介されているという点
である。廃品や手作りのものを組み合わせた
ディスプレイは，床の間の顕示的な調度品と
は異なり，女性の自分らしさを表現するもの
となっている。住環境の変化により，壁面を
どう飾るかは女性たちの大きな関心となり，
額の中に飾る絵やコラージュ，アップリケま
でも自らデザインしていくことで，アートと
手芸の混在した芸術行為としての手芸が女性
たちに受け容れられていった。
1-2　中原淳一と片山龍二
　『ジュニアそれいゆ』の書き手のほとんど
は男性であったが，女性的な手芸を推奨する
男性が多く見られた。その中で片山龍二は主
に工作記事を担当し，少女達を男性の日曜大
工仕事に向かわせるような，新しい手作りの
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傾向を生み出した。中原が女性の手芸を「女
らしさ」を表すものと捉えていたのに対して，
片山は時代に先駆けて DIY の語を用いて，
本格的な大工作業を女性に勧めている。片山
にはそれほど DIY の思想性は認められな
かったが，彼のジェンダーを越境したもの作
りは，その後の女性と手作りの方向を予見し
たともいえる。

２　『ジュニアそれいゆ』から『私の部屋』へ
2-1　若者のインテリアへの関心の高まり
　『ジュニアそれいゆ』でのインテリアへの
関心は，1972年創刊の『私の部屋』に継承さ
れた。この２誌は，記事内容や寄稿者など，
共通する部分が多い。雑誌『私の部屋』の創
刊の背景には，進学や就職で一人暮らしを始
める女性や，自宅で個室を持つ若者の増加が，
インテリアへの関心を高めたことにある。
2-2　『私の部屋』における手作り記事
　同誌の悉皆調査によると，1972年〜1977年
頃の記事では，DIY の名のもとに手芸も大
工仕事も一緒に扱われていたことがわかる。
関連記事には DIY マークが付けられ，鎌田
豊成の工作記事の連載記事が人気を博した。
鎌田の工作記事には，片山と同様にそれほど
の思想性はみられなかったが，同時代の『私
の部屋』では，対抗文化の影響を受け，工業
社会批判から自然回帰を目指すヒッピーカル
チャーの傾向が色濃くみられた。
　第２次大戦後の復興を自分たちで行うこと
からロンドンで始まった DIY 運動は，ヒッ
ピーカルチャーと結びつき，工業化が行き過
ぎた中で，自然の中での手作りの生活を男女
の別なく推奨していく。しかしその後，女性
たちは様々な DIY の中でも，馴染みの良い
手芸に関心を向けていく。そうした中，1978
年頃から同誌で大きな役割を果たしたのが，
パッチワークキルトであった。

　同誌では，1977〜78年頃から工作記に代わ
りパッチワークキルトの記事が主流となって
いく。この頃，雑誌ではアーリーアメリカン
の住まいや，そこでの伝統的な暮らし方に関
する記事が増え，カントリースタイルの流行
がおこっていった。パッチワークキルトは，
アップリケ同様専門的な技能をあまり必要と
せず，多くの女性たちにアメリカへの憧れと
ともに受け容れられていく。DIY の自然回
帰は，トラディショナルなアメリカの暮らし
という文脈に置き換えられ，そこでの手作り
は保守的な性別役割分業に立ち戻っていった。
2-3　手作り生活の抒情性と内藤三重子
　『私の部屋』では鎌田豊成の妻，内藤三重
子がカリスマ的な人気を誇り，生活の知恵に
まつわる様々なエッセイを寄稿している。初
期にはアメリカの対抗文化の影響を受けた手
作り観を語っていたが，次第に女性の社会進
出よりも家庭で手間ひまのかかる手作りを推
奨するようになり，それがカントリースタイ
ルというアメリカ文化の中で，新しい文化と
して読者に支持されていくことになった。
2-4　生産労働からの疎外を乗り越えて
　誌面からは，以前のジェンダーに戻ってい
く一方で，女性たちが自己実現のため自らの
趣味の店を持ち，生産労働に加わろうとする
新たな動向も見られた。

おわりに
　女性の手作りは，伝統的な針仕事の延長の
みならず，男女の領域を超えた DIY カル
チャーの影響を受け，多様化していった。し
かし当時の女性が置かれた状況を反映し，再
び女性領域に戻っていく。こうしたジェン
ダーの境界を行き交う手作りとその意味につ
いては，今日のハンドメイドブームなども含
め，今後明らかにすべき課題は多く残されて
いるといえる。
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